
1943年生まれ。フォト・ジャーナリスト、作家。
DAYS JAPAN編集長。「沖縄・球美（くみ）の
里」理事長、「チェルノブイリ子ども基金」設立、
パレスチナの子どもの里親運動顧問。主な著
書として、『新版　パレスチナ』（岩波新書、
2002年）『福島　原発と人びと』（岩波新書、
2011年）『暴走する原発』（小学館、2011年）、
『新・人間の戦場』（デイズジャパン、2012年）
『帰還の坑道』（デイズジャパン、2013年）など。
パレスチナ問題、チェルノブイリの報道によっ
て、IOJ国際報道写真大賞、講談社出版文化
賞、産経児童出版文化賞、土門拳賞を受賞。

フォトジャーナリスト 広河 隆一氏  写真展

チェルノブイリと福島
社会に深く大きな変化をもたらした東日本大震災。チェルノブイリ、そして福島を報道し続けてきたフォトジャーナリストが見たものは──。
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京都文教大学
〒611- 0041  京都府宇治市槇島町千足80番地
お問い合わせ／ TEL：0774-25-2400
　　　　　　　メール：gas@po.kbu.ac.jp

広河 隆一

京都文教大学
●近鉄京都線「向島駅」よりスクールバスを運行しています。
　（専用バス停は駅東側出口を北上）

京都文教マイタウン向島（“My Town MJ”）
●近鉄京都線「向島駅」より徒歩15分
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写真展・
講演会共に

会場：京都文教大学 弘誓館（ぐぜいかん）G101教室　★当日は本学にて「学園祭」を開催しております

フォトジャーナリスト 広河 隆一氏  講演会

原発事故と子どもたち
─ 報道と保養キャンプの現場から考える ─

京都文教大学 総合社会学部開設記念

会場：京都文教マイタウン向島（“My Town MJ”）京都市伏見区向島四ツ谷池14番地19（向島ニュータウン商店街内）

photo by Ryuichi Hirokawa

〈ご注意〉お車でのご来場はご遠慮ください。


